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別紙１

財務諸表に対する注記（法人全体用）

　　　該当事項はありません。

　（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　・満期保有目的の債券等－償却原価法（定額法）

　　　　・上記以外の有価証券で時価のあるもの－決算日の市場価格に基づく時価法

　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　　・建物並びに器具及び備品－定額法

　　　　・リース資産

　　　　　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。

　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

　（３）引当金の計上基準

　　　　・退職給付引当金－財）広島県民間社会福祉事業従事者退職事業の掛け金（現在１人１月2,200円）を計上して

　　　　　　　　　　　　　おります。

　　　　・賞与引当金　　－職員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する金額を計上しておりま

　　　　　　　　　　　　　す。

　　　該当事項はありません。

　　当法人で採用する退職給付制度は以下のとおりになっている。

　（１）独立法人福祉医療機構の退職共済制度に加入している。

　（２）財団法人　広島県民間社会福祉事業従事者の退職制度に加入している。

　　　当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。

　（１） 法人全体の計算書類（第一号第一様式、第二号第一様式、第三号第一様式）

　（２） 事業区分別内訳表（第一号第二様式、第二号第二様式、第三号第二様式）

　（３） 社会福祉事業における拠点区分別内訳表（第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式）

　（４） 収益事業における拠点区分別内訳表（第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式）

　　当法人では、収益事業を実施していないため作成していない。

　（５） 各拠点区分におけるサービス区分の内容

　　　　ア　法人本部拠点区分

　　　　　「法人本部」（社会福祉事業）

　　　　イ　特別養護老人ホーム松伯園

　　　　　「特別養護老人ホーム松伯園」（社会福祉事業）

　　　　　「松伯園短期入所生活介護事業所」（社会福祉事業）

　　　　　「松伯園デイサービスセンター通所介護事業所」（社会福祉事業）

　　　　　「生きがい活動支援通所事業」（社会福祉事業）

　　　　　「松伯園居宅介護支援事業所」（社会福祉事業）

　　　　　「共同生活援助ケアハウス君田」（社会福祉事業）

　　　　　「ニューライフ君田相談支援事業」（社会福祉事業）

　　　　　「在宅介護支援センター松伯園」（社会福祉事業）

　　　　ウ　障がい者支援施設ニューライフ君田

　　　　　「障がい者支援施設ニューライフ君田（入所）」（社会福祉事業）

　　　　　「障がい者支援施設ニューライフ君田（通所）」（社会福祉事業）

　　　　　「障がい者支援施設ニューライフ君田（短期）」（社会福祉事業）

　　　　　「ヘルパーステーションひまわり」（社会福祉事業）

　　　　　「社会就労センター君田」（社会福祉事業）
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６． 基本財産の増減の内容及び金額

７． 会計基準第３章第４（４）及び（６）の規定による基本金又は国庫補助金等

８． 担保に供している資産

９． 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

建    物 973,931,160 0

　　　　　「社会就労センター三次（B型）」（社会福祉事業）

　　　　オ　君田生活支援ハウス松伯園

　　　　　「君田生活支援ハウス松伯園」（公益事業）

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

966,999,548

定期預金 0 0 0 0

　　　　　設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む）      70,502,000円

　　　　　--------------------------------------------------------------

　　　　　　　　　　計                                    70,502,000円

（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　担保に供されている資産は以下のとおりである。

　　　　　--------------------------------------------------------------

　　　　　　　　　　計                                 1,013,967,925円

　　担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

基本財産 建物付属設備 69,126,109 49,289,644 19,836,465

基本財産 土地 135,620,550 0

有形固定資産 土地 96,697 0 96,697

有形固定資産 建物 160,137,910 62,151,297 97,986,613

有形固定資産 建物付属設備 98,344,432 42,426,423 55,918,009

有形固定資産 構築物 5,605,200 1,768,230 3,836,970

有形固定資産 機械及び装置 306,807 83,091 223,716

有形固定資産 車輛運搬具 19,602,796 15,640,547 3,962,249

有形固定資産 器具及び備品 106,961,006 66,396,243 40,564,763

有形固定資産 有形リース資産 25,606,692 10,101,450 15,505,242

無形固定資産 権利 1,111,044 142,926 968,118

無形固定資産 ソフトウェアー 2,017,350 1,485,879 531,471

　　　　エ　社会就労センター三次

　　　　　「社会就労センター三次（A型）」（社会福祉事業）

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土    地 135,620,550 0 0 135,620,550

142,552,162 831,378,998

　特別積立金の取崩し
　　　該当事項はありません。

　　　　　土地（基本財産）                               119,631,150円

　　　　　建物（基本財産）                               894,336,775円

合計 1,109,551,710 0 142,552,162

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

135,620,550

基本財産 建物 1,596,274,893 784,732,360 811,542,533

（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

合計 2,220,811,486 1,034,218,090 1,186,593,396

　　　該当事項はありません。

　　　該当事項はありません。
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１２．関連当事者との取引の内容

１３．重要な偶発債務

１４．重要な後発事象

１５．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び
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　　　該当事項はありません。

　　　該当事項はありません。

　　　該当事項はありません。

　　　純資産の状態を明らかにするために必要な事項
　　　該当事項はありません。


